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◇　

勤
務
実
態
調
査
の
背
景
と
概
要

　

二
〇
一
九
年
一
二
月
に
「
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等

の
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」、
い
わ

ゆ
る
「
給
特
法
」
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
道
教
委

は
二
〇
二
〇
年
三
月
に
給
特
条
例
を
改
正
さ
せ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
同
年
四
月
か
ら
「
時
間
外
在
校
等
時
間
」
の
上

限
時
間
が
「
月
四
五
時
間
以
内
、
年
三
六
〇
時
間
以
内
」

と
法
的
根
拠
を
も
っ
て
定
め
ら
れ
た
。「
時
間
外
在
校
等

時
間
」
は
新
た
な
概
念
だ
が
、「
学
校
で
行
っ
た
時
間
外

勤
務
」
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
給
特
法
・
条
例
の
趣

旨
上
、
教
員
は
時
間
外
勤
務
が
発
生
し
な
い
こ
と
が
原
則

で
あ
り
、「
上
限
」
が
法
的
根
拠
を
持
つ
こ
と
は
勤
務
時

間
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
他
な
ら
な
い
。

　

北
海
道
教
職
員
組
合
（
北
教
組
）
は
、
教
職
員
の
超
勤

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
実
効
あ
る
超
勤
解
消
策
を
求
め
て

い
く
た
め
、
同
法
適
用
の
組
合
員
を
対
象
に
二
〇
二
〇
年

九
月
の
一
カ
月
間
で
「
九
月
勤
務
実
態
記
録
」
に
と
り
く

ん
だ
。

　

記
録
時
間
は
以
下
の
三
つ
で
あ
る
（
表
１
参
照
）。
す

な
わ
ち
、
①
「
超
勤
時
間
」（
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間

を
超
え
て
勤
務
し
た
時
間
）、
②
「
休
憩
時
間
の
業
務
時

間
」（
休
憩
時
間
内
に
業
務
し
た
時
間
）、
③
「
持
ち
帰
り

業
務
時
間
」（
持
ち
帰
っ
て
業
務
し
た
時
間
）。
個
人
ご
と

に
①
～
③
の
時
間
を
把
握
し
て
記
録
用
紙
に
入
力
し
、
個

人
→
分
会
→
支
会
→
支
部
と
各
級
段
階
で
「
集
約
人
数
」

「
①
～
③
の
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
時
間
」「
①
と
②
の
合
計
が

四
五
時
間
を
超
え
た
人
数
」「
①
と
②
と
③
の
合
計
時
間

が
四
五
時
間
を
超
え
た
人
数
」
を
集
約
し
た
。「
時
間
外

在
校
等
時
間
」
は
①
と
②
の
合
計
で
あ
る
。

　

集
計
結
果
は
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。
集
約
人
数
の
全

教
員
に
対
す
る
割
合
は
、
小
学
校
（
約
三
三
・
七
％
）、

中
学
校
（
約
二
七
・
三
％
）、
高
校
（
約
〇
・
八
％
）、
特

別
支
援
学
校
（
約
三
・
三
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
小

中
学
校
は
、
集
約
人
数
の
割
合
か
ら
北
海
道
全
体
の
現
場

実
態
が
十
分
に
反
映
さ
れ
た
デ
ー
タ
と
考
え
る
。

　

◇　

集
計
結
果
か
ら
見
え
た
こ
と

　
「
超
勤
時
間
」は
、中
学
校
・
高
校
が
特
に
多
く
、課
業
日
・

週
休
日
・
祝
日
の
部
活
動
が
主
な
要
因
で
あ
る
。
小
学
校

は
六
時
間
授
業
や
児
童
会
活
動
・
ク
ラ
ブ
活
動
を
行
っ
た

場
合
、
児
童
下
校
後
に
残
さ
れ
た
所
定
の
勤
務
時
間
は
わ

ず
か
で
あ
る
。
そ
の
わ
ず
か
な
時
間
に
授
業
以
外
の
校
務

を
終
え
る
こ
と
は
不
可
能
な
こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

ま
た
、完
全
学
校
週
休
五
日
制
に
よ
る
「
学
習
指
導
要
領
」

改
訂
（
一
九
九
八
年
）
に
比
べ
、現
行
の
「
標
準
授
業
時
数
」

い
ま
教
育
の
現
場
か
ら（
45
）

は
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
要
領
の
一
部
改
正

（
二
〇
〇
三
年
）
に
よ
り
、「
年
間
授
業
時
数
の
標
準
を
上

回
る
適
切
な
指
導
時
間
を
確
保
」
と
し
た
こ
と
か
ら
、
過

剰
な
余
剰
時
数
確
保
が
常
態
化
し
、
教
育
課
程
の
過
密
化

が
さ
ら
に
す
す
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
教
員
一
人
あ
た
り
の

持
ち
授
業
時
間
数
が
増
加
し
た
。

　
「
休
憩
時
間
の
業
務
時
間
」
は
、
小
学
校
と
中
学
校
が
特

に
多
く
、
課
業
日
が
月
二
〇
日
間
と
考
え
る
と
、
一
人
当

た
り
平
均
で
一
日
「
五
分
二
七
秒
（
小
学
校
）」、「
四
分

三
九
秒
（
中
学
校
）」
し
か
実
際
の
休
憩
時
間
が
確
保
で

道
内
公
立
学
校
教
職
員
の
勤
務
実
態
に
つ
い
て

　 
― 
北
教
組「
九
月
勤
務
実
態
記
録
」集
計
結
果
か
ら

　
　
佐
　
野
　
和
　
孝

＜表１＞　記録のイメージ

＜表２＞　「9月勤務実態記録」集計結果

集約人数
超勤時間

①
休憩時間
の業務➁

持ち帰り
の業務③

時間外在校等
時間①＋➁

｢上限｣超
えの割合

時間外＋
持ち帰り

①＋➁＋③

持ち帰りを含
めた「上限」
超えの割合

小学校平均 4,212人 35h22m 13h11m 12h16m 48時間33分 51.5％ 60時間49分 66.9％

中学校平均 2,089人 53h19m 13h27m  8h27m 66時間46分 71.9％ 75時間13分 79.0％

高等学校平均 54人 64h49m 6h08m 1h01m 70時間57分 72.2％ 71時間58分 72.2％

特別支援学校平均 117人 25h49m 8h11m 4h10m 34時間00分 24.8％ 38時間10分 32.5％

全校種平均 6,472人 41h14m 13h07m 10h48m 54時間21分 57.8％ 65時間09分 70.2％

（札幌市立学校を除く）
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き
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
児
童･

生
徒
下
校
後
の
所
定

の
勤
務
時
間
終
了
ま
で
が
わ
ず
か
で
あ
り
、
採
点
業
務
や

学
級
事
務
、
分
掌
業
務
な
ど
は
休
憩
時
間
に
行
わ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
に
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
は
同
時
並
行
的

に
行
わ
れ
、
業
務
が
終
了
し
な
け
れ
ば
休
憩
時
間
後
に
も

続
く
こ
と
と
な
る
。
加
え
て
、
時
間
外
手
当
が
支
給
さ
れ

な
い
た
め
、
休
憩
時
間
に
業
務
を
行
っ
て
で
も
早
く
終
え

よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
。
中
学
校
は
、
小
学
校
の
状
況

に
加
え
て
、休
憩
時
間
内
か
ら
部
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
が
学
校
に
い
る
以
上
、致
し
方
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
「
持
ち
帰
り
業
務
時
間
」
は
「
時
間
外
在
校
等
時
間
」
に

は
含
ま
れ
な
い
。
文
科
省
・
道
教
委
が
「
業
務
の
持
ち
帰

り
は
行
わ
な
い
こ
と
が
原
則
」と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
実
と
し
て
持
ち
帰
り
業
務
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
が
デ
ー
タ
と
し
て
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
学
校
で
業

務
を
行
っ
た
と
し
て
も
時
間
外
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
た

め
、
自
宅
に
持
ち
帰
る
傾
向
が
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
子

育
て
や
介
護
な
ど
、
在
校
で
き
る
時
間
に
限
り
の
あ
る
教

職
員
ほ
ど
持
ち
帰
り
が
増
え
る
と
考
え
ら
れ
、
夜
間
の
ほ

か
早
朝
に
も
行
わ
れ
て
い
る
実
態
が
あ
る
。
ま
た
、
行
政

の
す
す
め
る
「
定
時
退
勤
日
」
を
設
定
し
て
も
、
業
務
が

減
ら
な
け
れ
ば
持
ち
帰
り
業
務
時
間
が
増
え
る
だ
け
で
あ

る
。

　

北
教
組
は
、
二
〇
〇
一
年
に
同
様
の
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
と
比
べ
て
「
時
間
外
在
校
等
時
間
」
は
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
業
務
量
が
増
え
て
い

る
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
。
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
が
持
ち

帰
り
業
務
時
間
は
減
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
含

む
超
過
勤
務
時
間
全
体
が
増
え
て
い
る
な
か
で
、
持
ち
帰

り
業
務
時
間
は
減
っ
て
い
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
「
学

校
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」・「
個
人
の
裁
量
で
は
で

き
な
い
」
も
の
に
業
務
の
質
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
推

察
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
個
人
情
報
の
保
護
の
ほ
か
、

Ｔ
Ｔ
（
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国

語
指
導
助
手
）
と
の
連
携
、
特
別
支
援
教
育
、
公
開
研
究

会
、
生
徒
指
導
、
分
掌
部
会
、
学
年
打
ち
合
わ
せ
、
外
部

と
の
連
携
と
い
っ
た
業
務
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

◇　

教
職
員
の
勤
務
状
況
の
改
善
に
向
け
て

　

今
回
の
「
九
月
勤
務
実
態
記
録
」
に
よ
り
依
然
と
し
て

多
く
の
教
職
員
が
過
酷
な
勤
務
環
境
を
強
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

超
勤
・
多
忙
化
解
消
は
、
業
務
の
総
量
を
減
ら
し
、
教

職
員
を
増
や
す
こ
と
で
し
か
実
現
し
な
い
。
業
務
の
総
量

に
関
し
て
は
、
一
人
あ
た
り
の
持
ち
授
業
時
間
数
の
多
さ

が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。
小
学
校
で
は
、
担
任
が

す
べ
て
の
授
業
を
受
け
も
つ
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。
高
学

年
で
は
ほ
ぼ
毎
日
が
六
時
間
授
業
で
あ
り
、
空
き
時
間
で

授
業
以
外
の
業
務
を
行
う
こ
と
な
ど
不
可
能
で
あ
る
。
中

学
校
に
お
い
て
も
、
教
科
担
任
制
で
は
あ
る
が
、
免
許
外

教
科
を
担
当
し
た
り
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
分

担
し
た
り
し
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
一
人
あ
た
り
の

教
員
の
持
ち
授
業
時
間
数
は
上
限
設
定
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
教
職
員
定
数
改
善
が
必
要
不
可
欠
と
な

る
。
し
か
し
現
状
は
、
加
配
措
置
が
不
十
分
で
あ
る
ば
か

り
か
、
代
替
教
職
員
未
配
置
が
改
善
さ
れ
な
い
状
況
す
ら

報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
学
校
や
高
校
に
お
い
て
は
、
部
活
動
も
大
き

な
比
重
を
占
め
て
い
る
。
道
教
委
は
、「
北
海
道
の
部
活

動
の
在
り
方
に
関
す
る
方
針
」
に
て
、
原
則
、
休
養
日
の

設
定
を
週
二
日
以
上
、
活
動
時
間
の
上
限
を
平
日
二
時
間

程
度
、
休
業
日
三
時
間
程
度
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一

カ
月
間
が
四
週
間
だ
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、
活
動
日
が
二

〇
日
間
（
平
日
一
六
日
間
・
休
業
日
四
日
間
）
で
あ
り
、

一
カ
月
間
の
部
活
動
時
間
は
、
平
日
が
三
二
時
間
、
休
業

日
が
一
二
時
間
、一
カ
月
間
の
合
計
が
四
四
時
間
と
な
る
。

こ
の
数
字
だ
け
で
ほ
ぼ
「
上
限
時
間
」
に
達
す
る
。
実
際

に
は
、
一
カ
月
は
四
週
間
（
二
八
日
間
）
以
上
あ
り
、
特

例
と
し
て
平
日
三
時
間
、
休
業
日
四
時
間
の
活
動
が
認
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
部
活
動
の
み
で
「
上
限
時
間
」

を
超
え
る
教
職
員
が
多
い
と
言
え
る
。

　

教
職
員
定
数
や
年
間
総
授
業
時
数
な
ど
、
教
員
の
労
働

時
間
に
最
も
影
響
を
与
え
る
事
項
を
国
が
定
め
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
勤
務
時
間
管
理
や
超
勤
削
減
は
服
務
監

督
権
者
（
市
町
村
教
委
・
校
長
）
の
責
務
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
任
命
権
者
で
あ
る
道
教
委
が
、
様
々
な
教
育
施
策

や
調
査
、
研
修
な
ど
に
よ
っ
て
、
た
だ
で
さ
え
忙
し
い
状

況
に
さ
ら
な
る
負
荷
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
文

科
省
・
任
命
権
者
（
道
教
委
）
と
、
実
際
に
勤
務
時
間
管

理
や
超
勤
削
減
を
行
う
服
務
監
督
権
者
（
市
町
村
教
委
・

校
長
）
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、学
校
に
お
け
る
超
勤
・

多
忙
化
の
解
決
を
難
し
く
し
て
い
る
。

　

少
な
く
と
も「
上
限
時
間
」遵
守
と
な
る
た
め
に
は
、「
持

ち
授
業
時
間
数
の
上
限
設
定
」「
教
職
員
定
数
改
善
」「
学

習
指
導
要
領
に
も
と
づ
く
年
間
総
授
業
時
数
の
削
減
」「
部

活
動
の
社
会
教
育
へ
の
移
行
」
な
ど
具
体
的
な
業
務
削
減

と
と
も
に
、
教
職
員
の
超
勤
・
多
忙
化
を
助
長
す
る
元
凶

と
な
っ
て
い
る
「『
給
特
法
』
廃
止
・
抜
本
的
な
見
直
し
」

が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
何
れ
も
文
科
省
が
行
う
べ
き

こ
と
で
あ
る
た
め
、
教
職
員
の
超
勤
・
多
忙
化
の
抜
本
的

な
解
消
に
は
国
段
階
で
の
大
胆
な
改
革
が
不
可
欠
で
あ
る
。

佐
野
和
孝
（
さ
の　

か
ず
た
か
）

　

北
海
道
教
職
員
組
合
で
法
制
・
共
闘
部
長
を
務
め
る
。
二

〇
二
〇
年
四
月
よ
り
現
職
。


